








〔要約〕札幌市における神経芽細胞腫マス・スクリーニングは約 8年間で約 12 万人検査を

行い 21 名の患者を発見治療した。スクリーニング時陰性群からのちに6名の発病をみた。

精度は 78%であった。染色体パターン、N-myc 増幅度などでは、大部分が良好の型を示した

が、スクリーニング発見例にも多様性のあることが推察された。 

マススクリーニング開始前と後で本腫瘍の発生頻度を比較すると 4歳以下の頻度では変り

なく、ただスクリーニング開始以降では年齢、病期が若い方に偏してきており、進行例の

減少に寄与していることが推定された。 


